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［中城湾港］ 

本港湾計画の対象となる区域は干潟、藻場、サンゴ礁などの貴重な自然環境

を有し、トカゲハゼ、クビレミドロ、コアジサシをはじめとして様々な希尐動

植物が生息・生育している。今回の一部変更により埋立面積が減尐するなど、

既存の港湾計画より直接的な環境影響が低減しているが、自然環境保全の観点

から、埋立ては可能な限り回避するとともに、当該区域を埋め立てる場合には、

当該自然環境への影響を最小限に抑える必要がある。 

ついては、以下の点に配慮されたい。 

 

（１）埋立てによる環境影響の最小化 

今回の一部変更では、当初計画の第Ⅰ区域全域に当たる約 91ha を埋め立てる

計画となっている。このうち、既に護岸で囲まれた区域外であり、豊かな自然

環境を有する約 27ha に緑地を整備することについては、その具体化に当たり、

埋立面積が必要最小限となるよう、引き続き十分な検討を行うよう努められた

い。 

また、埋立てに使用する埋立土砂には、新港地区の浚渫土砂を最大限使用す

るとともに、計画の変更により、新港地区で将来発生する浚渫土砂は別途処分

が必要になることから、新たな土砂処分場の確保が必要となる場合においては、

環境影響について十分配慮されたい。なお、新港地区等の浚渫土砂以外の土砂

を埋立てに使用する場合には、可能な限り土砂の採取等による環境影響を最小

限に抑えるよう努められたい。 

 

（２）泡瀬地区周辺の自然環境保全施策の実施 

今回の一部変更により土地造成計画を削除した区域を含む、残された干潟等

の区域については、港湾計画の基本的な事項に関する基準を定める省令第１１

条に基づく「自然的環境を保全する区域」に指定するなど、積極的に保全を図

ることを引き続き検討されたい。 

また、今回の一部変更により埋立面積が縮小しても、道路橋梁等の建設によ

る環境影響及び埋立地の存在に伴う潮流変化が懸念される。泡瀬地区周辺にお

ける生物多様性の重要性を鑑み、これまで実施されてきた環境保全措置・環境



監視等について、従来どおり専門家等の指導・助言を得つつ実施するなど、埋

立てによる環境影響を最小限に抑えるよう、引き続き努められたい。 

特に、トカゲハゼについては、中城湾港全体で保全を図る必要があることか

ら、関係機関と十分な連絡調整を行い、引き続き重点的な保全施策の実施に努

められたい。 

 

（３）後背地の道路交通騒音の軽減 

本港後背地には、今回の一部変更に伴い、旧計画よりも騒音の増加が見込ま

れる地点や、旧計画に引き続き環境基準を超える地点があることから、港湾管

理者においては、関係機関と協力しつつ、低騒音舗装の敷設など沿道環境の保

全に努められたい。 

 


